





Naruse Jinzo and Uchimura Kanzo in Hokuetsugakkan trouble: 




正 8）年 3 月 5 日の日記に、31 年前、新潟時代の北
越学館事件を思い出し、次のように記した。
「余は其時思ふた、「悪魔は神の前に人の罪を訴
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ふる者であると言ふが彼は多分成瀬君の如き者で
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
あらう、人を悪人と思へば其人を悪人と為さずば
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
止まない者は成瀬君である、余が若し将来小説を
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
著はし悪魔を画く時には必ず成瀬君を画くであら











4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
所成瀬仁蔵君















村は、当の新潟時代、1888（明治 21）年 10 月 20
日の新島襄宛英文書簡で、次のように書いた。
ʻRev. Mr. Naruse is still indulging in his casuistry, 
vague in his views, foxy, and I must say, sycophantic. 






























































この文書は、約 1 か月前の 10 月 24 日に、北越学館



















































































て、2 月 26 日の『新潟新聞』に掲載された（12）。

































⎝ マ マ ⎠
人の好意と
を喜び、財産を抛ち生命を投じ畢生の力を致さんこ
とを約せられた（17）」のであった。3 月末から 4 月
にかけてことである（18）。











































































しかしともかくも、北越学館は 1887 年 10 月 15
日の開校が決定し、9 月 14 日生徒募集が開始され









玉金八郎（漢文学））、生徒数 80 名で、10 月 19 日
に授業を開始した（28）。


































































































































































新潟滞在中の 6 月 6 日、北越学館館主加藤勝弥と
日本農学士兼米国理学士内村鑑三との間で、5 ヶ条
の「約定書」が取り交わされ、6 月 20 日の『基督
教新聞』にも掲載された（42）。
第 1 条に年俸 600 円を支給すること、第 2 条に任




























この額は、北越学館 1 年分の歳入の 4 分の一を超え


















ʻThey have invited me to become its superintendent,
―they like to call me Kyotō, president. Prexie 





ʻI am now scheming my plan for the autumn. 
Teachers are to be hired, text-books are to be selected, 
the inauguration address (do not envy me, Alf.) is to 
be prepared. Hello! boys, […]. I am a president of a 









をまえに、8 月 27 日、再び新潟にやって来た（48）。
到着するや、さっそく、学館規則の改正を求め、こ
























から本科の場合 1 円 25 銭に値上げされた。
これらの改正にも内村の意向が反映されたと考え
られよう。




















































































































































































































うち館主加藤を含む 5 人が旧自由党系、3 人が改進
党系であった。
開校当初、条約改正反対運動のもとで共闘してい






























































11 月 26 日、成瀬は「意見書」を提出した。本稿
















































































































































とに気付きはじめた。12 月 18 日、彼は、学校を放
り出し、「みぞれ乱るる寒風に送られて東京へ逃
げ（77）」帰った。



















































ます（86）」と述べ、93 年 12 月出版の『貞操美談・
路得記』では、「聖書の理想的婦人は従順の婦人な
り、即ち権利を争はざる婦人なり（87）」と記し、さ

















（ 1 ）『内村鑑三全集』第 33 巻（岩波書店、1983 年）
79 頁。
（ 2 ）「年賀状」『東京独立雑誌』55 号 1900 年 1 月
15 日「雑壇」（『内村鑑三全集』第 8 巻（岩波
書店、1980 年）29-30 頁）。
























（ 5 ）「成瀬意見書」『談話』3 頁。












（12）『新潟新聞』1887 年 2 月 26 日。




















































『内村鑑三全集』第 1 巻 420 頁。
（39）「成瀬意見書」『談話』5-6 頁。
（40）同上。
（41）1888 年 7 月 15 日ストラザース宛書簡（前掲
『内村鑑三全集』第 36 巻 298 頁）。「　」の訳
語は『内村鑑三著作集』第 18 巻（岩波書店、
1954 年）226 頁による。
（42）前掲『内村鑑三全集』第 1 巻 406-407 頁に収
載。







（47）前掲 1888 年 7 月 15 日ストラザース宛書簡。
（　）内は、前掲『内村鑑三著作集』第 18 巻
の日本語訳を参考にした拙訳。
（48）『新潟新聞』1888 年 8 月 28 日。




（51）「成瀬意見書」には 9 月 10 日とあるが、教頭

























（68）『新潟新聞』1888 年 10 月 28 日。
（69）『新潟新聞』1888 年 11 月 9 日。
















（76）『新潟新聞』1888 年 12 月 2 日。
（77）内村鑑三「日本人の研究」（山本泰次郎編『内






























（86）前掲『内村鑑三全集』第 1 巻、417 頁。
（87）『貞操美談・路得記』（福音社、1893 年）9 頁。
（88）『内村鑑三選集 3 教育と家庭』（岩波書店、
1990 年）326 頁。
